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一般社団法人 エコーネットコンソーシアム
代表理事 斉藤 健

エコーネットシンポジウム2023

「エコーネットコンソーシアムの取り組み」
（ECHONET 2.0の普及に向けて）



IoT住宅・IoTオフィスの普及
SDGsに貢献する活動

＜ECHONET 2.0＞

2019年～

2000
ECHONET規格
Ver1.00公開

2011
ECHONET Lite規格

Ver1.00公開

2016
ECHONET Lite AIF

第三者認証開始

2012
ECHONET Lite

HEMS標準IFに推奨

2008～
ECHONET
国際標準化

2002～各社から
ECHONET対応

家電発売

電力供給のため
HEMSに

注目が集まる

2018
ECHONET Lite

Web API ガイドライン
Ver1.00公開

2020
ECHONET Lite

Web API ガイドライン
API仕様部Ver1.10
機器仕様部Ver1.20

2018年
ECHONET 2.0

ビジョン発表

エコーネットコンソーシアムの歩み

エコーネットコンソーシアムは、皆様のおかげで創立25周年を迎えることができました。

今後、SDGsに貢献することを念頭に、ECHONET Lite機器の一層の普及に加え、

インターネット/Web空間における様々なネットワークサービスを実現する

「ECHONET 2.0」の実現に向けた活動を精力的に推進してまいります。
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2022年
ECHONET 2.0
新ロードマップ発表



エコーネットは、カーボン・ニュートラル、デジタル田園都市へ全力！
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経産省・次世代の分散型電力システムに関する検討会資料より
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_bunsan/005.html

経産省：需給調整市場での低圧リソース活用
2026年度参画を目指し、検討

デジタル田園都市とスマートホームの連携を
ECHONET Lite WebAPI(ELWA)で目指す

CEATEC JEITA/エコーネットコンソーシアム 共同出展ブース展示より

一般家庭の
分散電源など



         
         

          

          

          

          

          

           

           

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

   

   

   

                                                      

                                 

                

ECHONET Lite機器出荷状況（2013年度～2021年度）
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126,308,965

累計出荷台数 １億台達成
次世代スマートメーターにも採用され、
ECHONETは 次の10年へ



ECHONET2.0の新ロードマップ

• ECHONET Lite Web APIの本格展開を見据え、ECHONET 2.0の新ロードマップを策定
• 機器の拡張とサービス連携の拡大の両輪で、新しい付加価値創出による豊かで持続可能な
社会を目指していきます

基本ロードマップ

⚫ECHONET Lite実装機器：1億台(～2020年)

⚫機器オブジェクトの定義：200機種(～2025年)

⚫ホームコントローラを全世帯導入(～2030年)

サイバー空間
拡張ロードマップ

⚫ECHONET Lite Web APIによるサービス事例：50事例(～2025年)

⚫ECHONET 2.0によるサービスで全世帯をカバー(～2030年)

⚫ECHONET 2.0によるSDGs実現への貢献

■ECHONET 2.0 新ロードマップ
達成（2020年度）
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インターネット上から様々な宅内機器に、宅内と同じ粒度でアクセス可能。
インターネット上で、共通のAPIを用いて様々なWebサービスを記述可能。



ECHONET 2.0が目指す世界 (インターネット上の様々なサービスもご提供)
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● ECHONET Lite機器のデータ活用に向けたクラウド間連携⇒ ECHONET Lite Web API(ELWA)を定義。
クラウド側から、1億台以上の宅内機器＋他規格機器も収容可能

● サービス例：普及が進む需要家サイドの分散電源の各種エネルギーサービス（DRなど）の推進

インターネット上
から、1億台以上
の宅内機器が
見える/使える

様々な需要家/
家庭向けサービスが
共通のWebAPIで

記述可能

インターネット
／Web空間
に拡張！

【現在】
宅内/施設内

空間

DR:ディマンドリスポンス

ECHONET Lite
WebAPI
（ELWA)



■次世代スマートメーターへの対応

第1世代

数年内に
全国設置

次世代（第2世代、2025～）

ECHONET Liteの採用が決定
（次世代スマートメーター制度検討会）

電力DX推進 各種事業者と
の連携

第1世代
資産活用

第3世代
への移行

         
         

          

          

          

          

          

           

           

                               

      
      

      
      

      
      

      
      

      

  

                   
            

    
     

       

         

         

          

          

          

          

          

           
           

                               

      

      

      

      

      

      

      

      

      

  

                   
            

    

     

       

         
         

                                                             
           

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

   
   

   
   

      

      

      

      

      

      

      

      

      

  

                   
                

     

       

基本仕様策定中

         

         

                                                             

           

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

   

   

   

      
      

      
      

      
      

      
      

      

  

                   
                

     
       

次世代エネルギーサービスや電力データの利活用に向け、次世代スマートメーターや分散型電源の仕様策定
に積極的に取り組んでいます。
• 次世代スマートメーター：Bルート※通信方式(ECHONET Liteの継続適用 + 無線LAN追加)
• 分散型電源 ：特定計量制度対応の仕様策定済・周波数制御対応プロパティ仕様検討中

■幅広い分散型電源のサポート

電力の有効活用

特定計量制度(2022年4月施行)を踏まえ、分散型電源
の電力を活用するためのクラス規定を策定

太陽光発電 電気自動車 蓄電池

●●●

分散型電源

パワーコンディショナー等

※Bルート：電力スマートメーターと宅内機器の通信経路
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機器の拡張：電力データの活用に向けて



※Bルート：電力スマートメーターと宅内機器の通信経路
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機器・サービスの拡張：VPPサービスにおけるWebAPI活用

DSR-MSが

各  を最適制御し、

制御状況・結果を把握
(ECHONET1.0 世界)

リソ   グリゲ   (RA)が

DSR-MSに  制御を指令し、

制御監視・結果を取得
（ECHONET2.0 世界）

DSR-MS

METI:次世代の分散型電力システムに関する検討会

●経産省「次世代の分散型電力システムに関する検討会」：2026年度低圧リソース参画開始を目指す

●JEMA連携：VPPガイドライン第2版にて、ELWAの活用を含めたDRサービス(次世代スマメ連携)検討

JEMA:VPPガイドライン第2版の検討

・蓄電池・EV充放電器など需
要家リソースを束ねて制御す
るDSR-MSとアグリゲータ間
の通信データ仕様を検討
（ELWAの適用を含む）
・次世代スマメ仕様対応

ネット上のエネルギーサービス。細粒度な宅内機器の監視・制御を共通APIで

DSR-MS:DSR:Demand Side ResourcesーManagement System、DR:ディマンドリスポンス
2025年度次世代

スマートメーター導入と同期
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ECHONET2.0の普及に向けた施策と、政策への展開

インターネット/Web空間から、
膨大な需要家リソースに
双方向アクセス可能な、
共通APIをご提供

→様々な脱炭素サービス、
デジ田サービスを、

是非一緒に構想していきましょう！

ECHONET Lite Web APIを用いたエコシステム「秩序ある協創空間」環境
ご提供に向けて

①ECHONET Lite Web API利用指針公開（23/春予定）、会員ID/メーカーコードの導入
②テスト環境・適合試験制度など認証制度の拡充・整備（24年度予定）
③サービス事例の拡充 → ECHONET Lite Web APIの機能拡充、制度拡充

様々なインターネット
サービス事業者

膨大な
家庭/施設/各社機器

共通のWebAPI



新サービス創造データ連携基盤検討会の設立
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● インターネット上に「イエナカ連携基盤」を定義。様々なサービスを構築するための基盤を提供
● 「デジタル田園都市（都市OS）」との相互接続インタフェースとしても活用
● アクセスI/Fに、共通で利用できるECHONET Lite Web APIを標準として検討
● 神奈工大/北陸先端大と連携。実証クラウド構築＋ユースケースの具体化検討を推進

・サービス事業者
・プラットフォーム事業者
・SI/設備事業者
・IoT機器事業者技術仕様SWG

施策検討SWG

技術仕様SWG：
クラウド間連携構造、認証、ECHONET規格との
整合等、Web上の協創空間に必要な技術仕様の
策定、実証、都市OS連携などを検討。

施策検討SWG：
標準仕様の策定に必要となる考え方やポリシーの整
理、普及のために必要な制度設計の他展示会や
説明会などを通じた広報活動を進める。

８団体・機関、2大学、27社、関係省庁参画

全体会議

新サービス創造データ連携基盤検討会（サービス連携検討会）

エコーネット
コンソーシアム
普及委員会

JEITA
スマートホーム部会



現在の状況と目指したい市場（協創空間）
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ECHONET2.0の普及に向けた新ロードマップ策定

※１；ECHONET LiteとECHONET Lite Web APIでの定義、他団体連携も含む
※２；エコーネットコンソーシアム-PCHAデータ連携に関するガイダンス、CHAdeMO-ECHONET Lite連携ガイドライン
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